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平
成
二
十
四
年
度

の
マ
ダ
イ
種
苗
生

産
・
放
流
は
七
十
万

尾
と
目
標
を
立
て
、

五
月
か
ら
種
苗
の
生

産
を
始
め
ま
し
た
▼

五
月
七
日
・
九
日
に

静
岡
県
の
浜
岡
か
ら
マ
ダ
イ

の
卵
を
購
入
し
、
陸
上
池
で

育
て
て
い
ま
し
た
が
、
六
月

十
三
日
に
三
浦
市
小
網
代
湾

に
あ
る
小
割
生
簀
に
移
し
、

中
間
育
成
し
始
め
て
七
日
後

に
台
風
四
号
が
通
過
し
、
そ

の
時
に
生
簀
網
が
吹
か
れ
て
、

稚
魚
が
傷
つ
き
大
量
に
斃
死

し
て
し
ま
い
ま
し
た
▼
次
に

第
二
回
目
の
種
苗
生
産
を
す

る
た
め
、
千
葉
県
の
勝
浦
か

ら
卵
を
搬
入
し
、
陸
上
池
で

自前供給を目指すカサゴ種苗
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カ
サ
ゴ
は
、
沿
岸
漁
業
で

は
大
量
に
漁
獲
は
し
な
い
も

の
の
、
着
実
に
刺
網
や
釣
り

で
漁
業
収
入
を
得
ら
れ
る
た

め
、
ま
た
、
釣
り
の
対
象
と

し
て
人
気
が
あ
り
、
増
殖
の

期
待
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

栽
培
漁
業
協
会
で
も
毎
年
、

十
万
尾
を
越

え
る
種
苗
購

入
希
望
が
寄

せ
ら
れ
、
他

県
か
ら
種
苗

を
購
入
し
、

配
布
し
て
い

ま
す
。

　

カ
サ
ゴ
は

岩
礁
や
海
中

林
な
ど
に
生

息
し
、
底
生

生
活
で
神
奈

川
県
で
は
十

一
月
か
ら
二

月
に
か
け
て

卵
で
は
な
く
、
仔
魚
を
生
み

ま
す
。

　

栽
培
漁
業
協
会
で
は
、
自

前
で
種
苗
が
供
給
で
き
る
よ

う
に
、
平
成
二
十
二
年
度
か

ら
試
験
的
に
カ
サ
ゴ
の
種
苗

生
産
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
二
年
度
か
ら
約

一
万
尾
前
後
の
全
長
六
〜
八

セ
ン
チ
の
種
苗
を
生
産
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今

年
度
も
十
一
月
か
ら
仔
魚
の

飼
育
が
始
ま
り
、
平
成
二
十

五
年
の
夏
に
種
苗
を
供
給
で

き
る
よ
う
に
、
現
在
、
細
心

の
注
意
を
払
っ
て
飼
育
し
て

い
ま
す
。

　

カ
サ
ゴ
は
放
流
一
年
目
で

全
長
十
セ
ン
チ
、
二
年
で
十

三
セ
ン
チ
に
成
長
し
ま
す
。

　

課
題
は
、
栽
培
漁
業
協
会

の
飼
育
施
設
は
、
カ
サ
ゴ
の

仔
魚
の
飼
育
に
と
っ
て
必
要

な
規
模
の
大
き
い
加
温
装
置

が
な
い
こ
と
で
す
。
こ
の
た

め
、
現
状
で
は
、
需
要
が
あ

る
全
部
の
種
苗
を
生
産
で
き

ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
今
後
は
、
現
在
あ

る
施
設
の
利
用
を
工
夫
す
る

こ
と
な
ど
し
て
、
二
万
尾
程

度
を
自
給
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
放
流
後
の
移
動

や
回
収
率
と
経
済
効
果
を
明

ら
か
に
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

カ
サ
ゴ
は
刺
身
、
煮
つ
け
、

か
ら
揚
げ
な
ど
料
理
法
が
多

様
で
す
。
消
費
者
に
と
っ
て

も
、
神
奈
川
の
海
で
漁
獲
さ

れ
れ
ば
、
新
鮮
な
魚
が
食
卓

に
上
が
る
機
会
が
増
え
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

育
て
た
後
、
小
網
代
湾
の
生

簀
に
移
し
ま
し
た
が
、
八
月

の
放
流
二
週
間
前
ご
ろ
か
ら

ア
オ
サ
ギ
、
コ
サ
ギ
、
ウ
ミ

ウ
が
大
量
に
生
簀
周
辺
に
集

ま
り
ま
し
た
▼
急
い
で
、
防

鳥
ネ
ッ
ト
を
生
簀
に
覆
い
ま

し
た
が
、
ウ
ミ
ウ
が
ネ
ッ
ト

を
掻
い
潜
り
、
潜
水
し
て
鵜

呑
み
に
し
て
マ
ダ
イ
を
食
べ

ま
く
り
ま
し
た
▼
こ
の
た
め
、

今
年
度
の
マ
ダ
イ
種
苗
放
流

数
は
、
四
十
万
尾
に
止
ま
っ

て
し
ま
い
皆
様
に
は
ご
迷
惑

を
お
掛
け
し
ま
し
た
▼
来
年

度
は
、
こ
の
経
験
を
踏
ま
え

て
、
防
鳥
対
策
と
中
間
育
成

生
簀
へ
の
沖
だ
し
は
天
気
予

報
を
見
な
が
ら
慎
重
に
行
っ

て
い
き
ま
す
。

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

神
奈
川
県
栽
培
漁
業
協
会

は
昨
年
四
月
一
日
よ
り
公
益

財
団
法
人
と
し
て
新
し
い
ス

タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

　

従
来
の
財
団
法
人
か
ら
公

益
財
団
法
人
に
移
行
し
た
こ

と
に
伴
い
、
寄
付
行
為
か
ら

定
款
に
な
り
、
運
営
形
態
が

大
幅
に
変
わ
り
ま
し
た
。
理

事
・
監
事
の
員
数
と
評
議
員

の
数
を
書
面
評
決
が
で
き
な

く
な
っ
た
た
め
、
大
幅
に
減

ら
し
ま
し
た
。
県
や
市
町
の

職
員
は
、
理
事
、
評
議
員
に

入
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
、
決
算
の
評
議

員
会
が
終
わ
っ
て
、
県
や
市

町
、
役
員
等
を
出
し
て
い
な

い
漁
業
協
同
組
合
の
方
々
に

神
奈
川
県
栽
培
漁
業
推
進
協

議
会
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

決
算
、
予
算
を
報
告
し
、
ご

意
見
を
伺
う
こ
と
と
し
ま
し

た
。

　

神
奈
川
県
の
栽
培
漁
業
協

会
は
漁
業
者
や
遊
漁
案
内
業

者
な
ら
び
に
行
政
の
方
々
の

ご
理
解
を
得
な
が
ら
、
今
後

と
も
よ
り
良
い
成
果
を
生
み

出
す
よ
う
に
努
力
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

神
奈
川
県
は
栽
培
漁
業
協

会
を
自
立
化
さ
せ
、
今
後
、

県
が
補
助
金
を
出
す
こ
と
は

な
く
な
り
ま
し
た
。
し
た
が

っ
て
、
基
本
的
に
受
益
者
負

担
に
よ
っ
て
運
営
費
を
賄
っ

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
施
設
は
県
か
ら
無

償
貸
与
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

マ
ダ
イ
種
苗
生
産
池
の
底
掃

除
機
や
中
間
育
成
筏
の
老
朽

化
、
ま
た
、
飼
育
海
水
を
汲

み
あ
げ
る
ポ
ン
プ
な
ら
び
に

取
水
管
の
傷
み
が
激
し
く
、

早
急
に
改
修
や
取
り
替
え
が

必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
来
、
施
設
の
維
持
・
管

理
は
県
で
行
う
こ
と
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
県
が
緊
急
財

政
施
策
を
打
ち
出
し
て
い
る

中
で
、
こ
れ
ら
費
用
の
予
算

化
が
極
め
て
厳
し
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。

　

漁
業
者
や
遊
漁
案
内
業
者

な
ら
び
に
遊
漁
者
の
種
苗
放

流
に
対
す
る
期
待
は
高
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
に

応
え
る
た
め
種
苗
生
産
の
基

盤
で
あ
る
施
設
が
壊
れ
て
し

ま
う
と
、
生
産
と
栽
培
漁
業

協
会
の
運
営
は
非
常
に
厳
し

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

是
非
、
こ
の
よ
う
な
状
況

を
改
善
し
て
い
く
た
め
、
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

最
後
に
皆
様
の
ご
健
勝
と

ご
多
幸
、
大
漁
を
祈
願
し
て

新
年
の
ご
挨
拶
と
し
ま
す
。

理
事
長　

後
　
藤
　
　
勇

公
益
財
団
法
人　

神
奈
川
県
栽
培
漁
業
協
会

カ
サ
ゴ
の
種
苗
生
産
試
験
始
め
る

カ
サ
ゴ
の
種
苗
生
産
試
験
始
め
る

新
年
の
ご
挨
拶

新
年
の
ご
挨
拶

　

昨
年
十
月
十
四
日
、
横
須

賀
市
に
あ
る
観
音
崎
自
然
博

物
館
で
世
界
初
マ
ダ
イ
種
苗

生
産
成
功
五
十
周
年
記
念
式

典
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
三
十
七
（
一
九
六
二

年
）
に
世
界
で
初
め
て
の
マ

ダ
イ
種
苗
生
産
を
成
功
さ
せ

た
の
は
横
須
賀
市
の
観
音
崎

水
産
生
物
研
究
所
で
し
た
。

　

式
典
で
は
当
時
の
功
労
者

で
あ
る
山
下
金
義
博
士
が
招

か
れ
、
神
奈
川
県
知
事
か
ら

感
謝
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

観
音
崎
水
産
生
物
研
究
所

の
所
長
で
あ
る
四
竃
安
正
博

士
と
西
塚
隆
氏
と
と
も
に
山

下
金
義
博
士
は
、
マ
ダ
イ
の

人
工
授
精
卵
か
ら
稚
魚
ま
で

育
て
、
観
音
崎
の
多
々
良
浜

に
六
尾
を
放
流
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

マ
ダ
イ
の
種
苗
生
産
は
戦

前
か
ら
水
産
研
究
者
の
夢
で

あ
り
、
現
在
各
地
の
栽
培
漁

業
セ
ン
タ
ー
で
百
万
尾
単
位

の
種
苗
生
産
が
可
能
と
な
っ

た
基
礎
を
築
い
た
点
で
記
念

す
べ
き
業
績
で
す
。

　

栽
培
漁
業
の
あ
ゆ
み
も
五

十
年
に
あ
た
り
こ
の
間
様
々

な
種
類
の
魚
介
類
の
技
術
開

発
行
わ
れ
、
資
源
管
理
と
と

も
に
人
工
種
苗
で
減
少
し
た

資
源
を
回
復
し
て
、
生
物
循

環
が
で
き
る
社
会
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

記
念
式
典
挙
行

五
十
周
年

山下博士に感謝状

自
前
で
の
供
給
を
目
指
し
・・・

世
界
初
マ
ダ
イ
種
苗
生
産
成
功

あけましておめでとうございます　公益財団法人神奈川県栽培漁業協会の事業の発展を祈念いたします
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あけましておめでとうございます　公益財団法人神奈川県栽培漁業協会の事業の発展を祈念いたします

　

神
奈
川
県
栽
培
漁
業
協
会

は
昭
和
六
十
一
年
に
発
足
し

ま
し
た
。
そ
の
際
、
神
奈
川

県
、
沿
海
市
町
、
漁
業
協
同

組
合
、
水
産
団
体
の
五
十
四

団
体
が
出
捐(

寄
付)

し
て
基

本
財
産
を
設
け
て
、
そ
の
利

子
を
運
営
資
金
に
充
て
て
き

ま
し
た
。
昭
和
六
十
三
年
度

に
増
額
し
、
今
ま
で
七
億
六

千
百
十
七
万
円
を
基
本
財
産

と
し
て
保
有
し
て
き
ま
し
た
。

　

栽
培
漁
業
協
会
発
足
当
初

に
は
基
本
財
産
の
利
率
は
四

〜
五
％
と
高
か
っ
た
の
で
す

が
、
日
本
経
済
の
バ
ブ
ル
が

弾
け
て
以
来
、
平
成
十
年
以

降
は
、
定
期
預
金
の
利
率
が

〇
・
三
七
％
ま
で
下
が
り
、

運
営
資
金
と
し
て
は
わ
ず
か

な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
近

年
、
約
六
億
円
を
定
期
預
金

か
ら
県
債
、
国
債
に
移
す
こ

と
で
そ
の
利
子
は
一
・
七
〜

一
・
九
％
に
な
り
ま
し
た
が
、

一
・
五
億
円
は
定
期
預
金
と

し
、
そ
の
利
子
は
〇
・
三
八

％
で
預
け
て
い
ま
す
。

　

栽
培
漁
業
協
会
の
種
苗
生

産
事
業
で
特
に
マ
ダ
イ
の
種

苗
生
産
は
四
月
か
ら
始
ま
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
種
苗
生

産
に
必
要
な
資
材
、
餌
な
ど

を
こ
の
時
期
に
購
入
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

栽
培
漁
業
協
会
の
収
入
で
あ

る
負
担
金
や
協
力
金
の
入
金

時
期
は
八
月
以
降
で
あ
り
、

そ
の
間
の
収
入
は
限
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
短
期
借
入

を
し
て
資
金
を
調
達
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
今
ま
で
は

基
本
財
産
は
担
保
と
な
ら
ず
、

理
事
長
と
専
務
理
事
が
保
証

を
し
て
資
金
の
借
り
入
れ
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

経
営
の
自
立
化
を
目
指
す
中

で
、
資
金
繰
り
を
安
定
的
に

確
保
し
、
経
営
の
健
全
化
を

図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

そ
こ
で
、
平
成
二
十
四
年

十
一
月
二
十
一
日
に
開
催
さ

れ
た
理
事
会
と
十
一
月
二
十

八
日
に
開
催
さ
れ
た
評
議
員

会
で
基
本
財
産
の
う
ち
定
期

預
金
で
預
け
て
い
る
一
・
五

億
円
を
特
定
資
産
へ
移
動
す

る
議
案
を
可
決
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

こ
の
特
定
資
産
は
、
公
益

目
的
事
業
安
定
化
基
金
と
し
、

そ
の
管
理
に
関
す
る
規
程
を

設
け
て
、
運
用
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
運
用
に
あ
た
っ

て
は
、
公
益
目
的
事
業
の
実

施
の
た
め
必
要
な
場
合
に
限

り
、
理
事
会
の
決
議
を
経
て
、

こ
の
基
金
の
全
部
も
し
く
は

一
部
を
取
り
崩
し
て
、
公
益

目
的
事
業
の
実
施
費
用
に
充

て
て
い
き
ま
す
。

■取り崩し前

■取り崩し後

　

当
協
会
は
、
平

成
二
十
四
年
度
種

苗
放
流
事
業
の
一

環
と
し
て
、
相
模

湾
か
ら
東
京
湾
に

か
け
、
合
計
四
十

万
尾
の
マ
ダ
イ
種

苗
を
放
流
し
ま
し

た
。

　

相
模
湾
側
で
は

真
鶴
町
地
先
に
三

万
五
千
尾
の
マ
ダ

イ
種
苗
を
放
流
し

た
ほ
か
小
田
原

市
・
江
之
浦
地
先

に
五
万
、
大
磯
町
地
先
に
一

万
、
平
塚
市
地
先
に
三
万
五

千
、
藤
沢
市
・
江
の
島
片
瀬

地
先
に
三
万
五
千
、
葉
山
町

地
先
に
三
万
五
千
、
横
須
賀

市
・
小
田
和
湾
内
に
五
万
尾

で
し
た
。

　

ま
た
、
東
京
湾
側
で
は
三

浦
市
・
松
輪
地
先
に
五
万
、

横
須
賀
市
地
先
に
五
万
、
横

浜
市
・
金
沢
地
先
に
二
万
五

千
尾
で
し
た
。
さ
ら
に
、
三

浦
市
・
小
網
代
湾
内
に
も
二

万
五
千
尾
を
放
流
し
ま
し
た
。

　

協
会
が
六
月
に
三
浦
市
三

崎
町
の
城
ケ
島
で
飼
育
し
て

い
た
マ
ダ
イ
種
苗
を
三
浦
市

の
小
網
代
湾
の
小
割
り
生
簀

に
冲
出
し
し
、
一
日
に
六
か

ら
七
回
配
合
飼
料
を
与
え
、

中
間
育
成
し
、
放
流
サ
イ
ズ

ま
で
育
て
ま
し
た
。
生
簀
か

ら
活
魚
運
搬
船
に
積
込
み
、

放
流
場
所
へ
運
び
、
布
製
の

網
で
水
と
一
緒
に
稚
魚
を
す

く
い
丁
寧
に
放
流
し
ま
し
た
。

　

漁
業
者
が
漁
獲
、
遊
漁
者

が
釣
り
上
げ
る
マ
ダ
イ
の
四

割
は
放
流
し
た
種
苗
が
大
き

く
育
っ
た
魚
で
放
流
の
重
要

性
が
実
証
さ
れ
て
お
り
、
協

会
は
一
昨
年
ま
で
毎
年
七
十

万
〜
百
万
尾
の
マ
ダ
イ
種
苗

を
放
流
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
平
成
二
十
三
年

度
か
ら
協
会
が
行
う
種
苗
生

産
・
放
流
事
業
の
た
め
の
補

助
金
が
減
少
し
、
放
流
数
を

減
ら
さ
ざ
る
を
得
な
く
な
り

ま
し
た
。

平
成
二
十
四
年
度
種
苗
放
流
事
業

マダイ種苗を丁寧に放流

マ
ダ
イ
種
苗
四
十
万
尾
を
放
流

　

第
三
十
六
回
「
相
模
湾
の

環
境
保
全
と
水
産
振
興
」
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
昨
年
十
月
三

十
一
日
に
開
催
さ
れ
、
漁
業

者
ら
百
五
十
人
が
参
加
、
酒

匂
川
大
洪
水
と
そ
の
影
響
調

査
結
果
な
ど
を
聞
き
、
質
疑

応
答
し
ま
し
た
。

　

リ
バ
ー
フ
ロ
ン
ト
研
究
所

の
竹
松
公
太
郎
氏
は
、
河
川

は
治
水
・
利
水
に
加
え
て
環

境
問
題
が
重
要
視
さ
れ
だ
し

た
と
基
調
講
演
、
相
模
湾
水

産
振
興
事
業
団
の
武
井
正
理

事
長
は
漁
場
環
境
調
査
の
必

要
性
、
相
模
湾
試
験
場
の
山

本
章
太
郎
氏
は
洪
水
に
よ
る

影
響
調
査
結
果
、
神
奈
川
県

水
産
技
術
セ
ン
タ
ー
の
加
藤

充
宏
氏
は
シ
ラ
ス
の
漁
場
形

成
、
内
水
面
試
験
場
の
井
塚

隆
氏
は
ア
ユ
な
ど
の
漁
場
環

境
調
査
結
果
を
説
明
し
ま
し

た
。

　

内
水
面
漁
業
者
の
篠
本
幸

彦
氏
、
定
置
網
漁
業
者
の
磯

崎
晴
一
氏
、
刺
網
漁
業
者
の

鈴
木
喜
一
氏
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
漁
業
が
抱
え
て
い
る
問
題

な
ど
現
場
か
ら
の
報
告
を
行

い
、
最
後
に
平
野
敏
行
東
京

大
学
名
誉
教
授
は
「
環
境
と

生
態
系
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を

続
け
る
こ
と
は
重
要
で
す
」

と
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

洪水影響など討議
シンポジウム開く

第36回

　

国
及
び
神
奈
川
県
は
平
成

二
十
三
年
度
か
ら
、
水
産
物

の
安
定
供
給
を
図
る
た
め
、

計
画
的
に
資
源
管
理
に
取
り

組
む
漁
業
者
を
対
象
に
、
漁

業
所
得
補
償
対
策
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
が
、
二
年
目
に

入
っ
た
今
年
度
は
、
神
奈
川

県
下
の
十
一
漁
業
協
同
組
合

地
先
の
海
に
、
合
計
一
万
三

千
五
百
七
十
三
尾
の
ヒ
ラ
メ

種
苗
を
放
流
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
、
同
事
業
と
漁
協

に
よ
る
ヒ
ラ
メ
種
苗
放
流
実

績
は
、
横
浜
市
漁
協
＝
四
千

三
百
尾
、
長
井
町
漁
協
九
千

尾
、
横
須
賀
市
大
楠
漁
協
＝

千
百
尾
、
初
声
漁
協
＝
六
十

七
尾
、
横
須
賀
市
東
部
漁
協

＝
五
百
十
六
尾
、
み
う
ら
漁

協
＝
千
八
百
尾
、
江
の
島
片

瀬
漁
協
一
万
六
千
尾
、
真
鶴

町
漁
協
＝
八
百
プ
ラ
ス
二
千

五
百
尾
、
二
宮
町
漁
協
＝
五

百
五
十
尾
、
岩
漁
協
＝
九
百

二
十
尾
、
福
浦
漁
協
＝
三
千

尾
、
大
磯
町
漁
協
＝
三
百
尾
、

平
塚
市
漁
協
＝
七
百
二
十
プ

ラ
ス
一
万
尾
、
小
田
原
市
漁

協
一
万
尾
で
す
。

　

同
事
業
で
漁
業
者
は
資
源

管
理
実
施
の
た
め
休
漁
、
小

型
魚
保
護
な
ど
を
行
い
収
入

に
直
接
影
響
を
与
え
る
場
合

が
あ
り
、
そ
こ
で
収
入
の
減

少
分
を
補
て
ん
す
る
所
得
補

償
対
策
を
行
な
う
も
の
で
す
。

　

ヒ
ラ
メ
は
、
県
下
の
漁
業

者
に
と
り
最
も
重
要
な
資
源

で
あ
り
、
今
年
度
か
ら
ヒ
ラ

メ
種
苗
放
流
が
加
わ
り
、
漁

獲
増
大
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

重要魚種、ヒラメ種苗放流

六
万
一
千
尾
余
り
の
ヒ
ラ
メ
種
苗
放
流

六
万
一
千
尾
余
り
の
ヒ
ラ
メ
種
苗
放
流

基
本
財
産
の
一
部
を
特
定
資
産
に
移
動

「相模湾の環境
　保全と水産振興」

二
年
目
の
資
源
管
理
・
漁
業
所
得
補
償
対
策

区　分 設立基本財産 栽培漁業
推進基金

増養殖
振興基金 金　額

計
割　合

神奈川県
沿海市町（15）
漁協等（26）
水産団体等（13）
計（54）

区　分 設立基本財産 栽培漁業
推進基金

増養殖
振興基金 金　額

計
割　合

神奈川県
沿海市町（15）
漁協等（26）
水産団体等（13）
計（54）

209 ,000
9 ,000
4 ,000
4 ,450

226 ,450

209 ,000
9 ,000
4 ,000
4 ,450

226 ,450

144 ,000
98 ,850
56 ,600
35 ,270
334 ,720

200 ,000
0
0
0

200 ,000

200 ,000
0
0
0

200 ,000

553 ,000
107 ,850
60 ,600
39 ,720
761 ,170

72 .65%
14 .17%
7 .96%
5 .22%

100 .00%

79 ,468
54 ,552
31 ,236
19 ,464
184 ,720

488 ,468
63 ,552
35 ,236
23 ,914
611 ,170

79 .92%
10 .40%
5 .77%
3 .91%

100 .00%

神
奈
川
県
漁
業
無
線
協
会

〒
２
３
８-

０
２
３
２

三
浦
市
晴
海
町
一-

七

T
E
L 

〇
四
六-

八
八
二-

二
七
八
四

会
長
理
事　

栗

山

義

男

一
般
社
団
法
人

代
表
取
締
役　

山

下

整

治

〒
２
３
９-

８
６
８
８

神
奈
川
県
横
須
賀
市
神
明
町
１-

１
４

T
E
L 

〇
四
六-

八
五
四-

七
七
三
三

F
A
X 

〇
四
六-

八
三
八-

四
九
五
五

h
ttp
://w

w
w
.ya
m
a
ria
.c
o
.jp
/

新
し
い
釣
り
を
提
案
す
る

株
式
会
社
ヤ
マ
リ
ア

本
社
・
横
須
賀
工
場

神
奈
川
県
漁
船
保
険
組
合

〒
２
３
６-

０
０
５
１　

横
浜
市
金
沢
区
富
岡
東
二-

一-

二
二

　
　
　
　
　
　
　
　

県
漁
連
ビ
ル
１
Ｆ

T
E
L 

〇
四
五-

七
七
二-

七
三
〇
一

F
A
X 

〇
四
五-

七
七
八-

三
九
二
〇

組
合
長
理
事　

木

村

和
一

漁
船
漁
業
を
守
り
ま
す
。

代
表
理
事
会
長　

高

橋

征

人

〒
２
３
６-

０
０
５
１

横
浜
市
金
沢
区
富
岡
東
二-

一-

二
二

T
E
L 

〇
四
五-

七
七
三-

六
七
七
七

神
奈
川
県
漁
業
協
同
組
合
連
合
会

JF神奈川漁連

東
京
湾
南
部
水
産
振
興
事
業
団

理
事
長　

岩

崎

一

郎

財
団
法
人

〒
２
３
９-

０
８
３
１

神
奈
川
県
横
須
賀
市
久
里
浜
八-

九-

五

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
四
六-

八
三
四-

三
五
九
六

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
四
六-

八
三
四-

三
六
九
〇

ク
ロ
レ
ラ
工
業
株
式
会
社

生
産
本
部
技
術
特
販
部

〒
８
３
３-

０
６
５
６

福
岡
県
筑
後
市
久
富
一
三
四
三

T
E
L 

〇
九
四
二-

五
二-

一
二
六
一

F
A
X 

〇
九
四
二-

五
一-

七
二
〇
三
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さ
い
ば
い
漁
業
っ
て
何 

⑭

公
益
財
団
法
人

神
奈
川
県
栽
培
漁
業
協
会

専
務
理
事
　
今

井

利

為

あけましておめでとうございます　公益財団法人神奈川県栽培漁業協会の事業の発展を祈念いたします

　

◇
荒
崎
・
ヒ
ラ
メ

　

今
年
度
の
同
事
業
に
よ
る

種
苗
放
流
は
、
横
須
賀
市
長

井
町
で
昨
年
五
月
に
行
わ
れ

た
「
荒
崎
海
岸
ク
リ
ー
ン
フ

ェ
ス
タ
２
０
１
２
春
」
が
皮

切
り
で
し
た
。
日
本
釣
振
興

会
神
奈
川
支
部
が
主
催
し
、

全
長
六
〜
七
セ
ン
チ
の
ヒ
ラ

メ
の
稚
魚
千
尾
を
放
流
し
ま

し
た
。　

　　

◇
江
奈
湾
・
カ
サ
ゴ

　

六
月
、
松
輪
乗
合
船
組
合

は
、
地
元
・
剣
崎
小
学
校
の

全
校
生
徒
百
十
人
に
参
加
し

て
も
ら
い
、
当
協
会
が
生
産

し
た
七
百
五
十
尾
の
カ
サ
ゴ

種
苗
を
放
流
し
ま
し
た
。

　

◇
平
塚
漁
港
・
ヒ
ラ
メ

　

六
月
、
地
元
の
小
学
生
百

四
十
人
は
、
平
塚
市
漁
協
の

後
藤
勇
組
合
長
の
話
を
聞
い

た
後
、
遊
漁
船
に
乗
り
、
港

の
外
に
出
て
千
尾
の
ヒ
ラ
メ

稚
魚
を
放
流
し
ま
し
た
。

　

◇
金
沢
・
カ
サ
ゴ

　

六
月
、
東
京
湾
地
域
遊
漁

協
議
会
、
横
浜
市
漁
協
金
沢

支
所
が
主
催
し
、

協
会
が
生
産
し
た

二
千
尾
の
カ
サ
ゴ

種
苗
を
、
地
元
の

二
校
の
小
学
生
が

漁
船
に
乗
り
シ
ー

パ
ラ
ダ
イ
ス
近
く

の
海
に
放
流
し
ま

し
た
。

　

◇
横
須
賀
・
カ

サ
ゴ

　

七
月
、
全
日
本

磯
釣
連
盟
神
奈
川

支
部
が
主
催
、
横
須
賀
市
海

辺
釣
り
公
園
で
行
わ
れ
た
青

少
年
・
少
女
釣
り
大
会
に
参

加
し
て
い
た
児
童
や
そ
の
親

た
ち
合
計
五
十
人
が
、
協
会

が
生
産
し
た
二
千
尾
の
カ
サ

ゴ
種
苗
を
放
流
し
ま
し
た
。

　
　
　
　

　

◇
久
里
浜
・
マ
ダ
イ

　

七
月
、
横
須
賀
市
東
部
漁

協
久
里
浜
支
所
及
び
東
京
湾

南
部
水
産
振
興
事
業
団
は
、

地
域
の
祭
り
に
参
加
し
て
い

た
子
ど
も
た
ち
や
そ
の
親
な

ど
に
参
加
し
て
も
ら
い
、
久

里
浜
漁
港
で
協
会
が
生
産
し

た
マ
ダ
イ
種
苗
合
計
二
千
五

百
尾
を
放
流
し
ま
し
た
。

　

◇
小
田
原
・
マ
ダ

イ
　

八
月
、
小
田
原
み

な
と
ま
つ
り
で
関
係

者
が
漁
船
に
乗
り
沖

に
出
て
四
千
尾
の
マ

ダ
イ
種
苗
を
放
流
し

ま
し
た
。
協
会
は
同

ま
つ
り
会
場
で
マ
ダ

イ
・
カ
サ
ゴ
・
ヒ
ラ

メ
の
稚
魚
や
ア
ワ

ビ
・
サ
ザ
エ
の
稚
貝

を
展
示
し
ま
し
た
。

　

◇
茅
ヶ
崎
・
マ
ダ
イ

　

八
月
、
茅
ヶ
崎
市
漁
協
創

立
六
十
周
年
記
念
事
業
の
一

環
と
し
て
、
市
内
の
小
学
生

と
父
兄
三
十
人
が
参
加
し
、

二
千
尾
の
マ
ダ
イ
種
苗
を
放

流
し
ま
し
た
。

　

◇
本
牧
・
ク
ロ
ダ
イ

　

九
月
、
横
浜
市
本
牧
の
海

釣
り
施
設
で
ク
ロ
ダ
イ
種
苗

放
流
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、

子
ど
も
た
ち
な
ど
五
十
人
が

参
加
し
て
千
尾
の
種
苗
を
放

流
し
ま
し
た
。

　

◇
横
浜
・
マ
ダ
イ

　

九
月
、
横
浜
ベ
イ
サ
イ
ド

マ
リ
ー
ナ
の
年
間
活
動
の
一

環
と
し
て
、
横
浜
市
内
の
小

学
生
と
保
護
者
が
マ
ダ
イ
種

苗
千
尾
を
放
流
し
ま
し
た
。

な
お
、
同
マ
リ
ー
ナ
の
フ
ィ

ッ
シ
ン
グ
ク
ラ
ブ
は
協
会
に
、

栽
培
漁
業
に
役
立
て
て
、
と

寄
付
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

◇
腰
越
・
マ
ダ
イ

　

九
月
、
腰
越
み
な
と
ま
つ

り
で
、
地
元
の
小
学
生
と
父

兄
二
百
人
が
参
加
し
、
腰
越

漁
港
岸
壁
か
ら
六
百
尾
の
マ

ダ
イ
種
苗
を
放
流
し
ま
し
た
。

昨
年
五
月
か
ら
協
会
が
育
て

て
い
た
種
苗
で
す
。

　

◇
東
扇
島
・
ク
ロ
ダ
イ

　

十
月
、
川
崎
み
な
と
ま
つ

り
実
行
委
員
会
が
主
催
し
た

イ
ベ
ン
ト
で
、
地
元
小
学
生

四
十
人
が
ク
ロ
ダ
イ
稚
魚
千

尾
を
三
年
前
に
オ
ー
プ
ン
し

た
東
扇
島
人
工
海
岸
で
放
流

し
ま
し
た
。

　

◇
荒
崎
・
ク
ロ
ダ
イ

　

十
月
、
横
須
賀
市
・
荒
崎

海
岸
ク
リ
ー
ン
フ
ェ
ス
タ
２

０
１
２
秋
に
参
加
し
た
親
子

連
れ
五
十
人
が
、
ク
ロ
ダ
イ

稚
魚
千
尾
を
放
流
し
ま
し
た
。

日
本
釣
振
興
会
神
奈
川
支
部

が
主
催
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

協
会
は
、
神
奈
川
の
豊
か
な
海
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
が
、
平
成
二
十
四
年
度
の
栽
培
普
及
啓
発
事
業
で
は
、

県
下
各
地
の
イ
ベ
ン
ト
で
種
苗
放
流
を
行
い
ま
し
た
。

平
塚
市
沖
に

　

ヒ
ラ
メ
種
苗
放
流

本
牧
海
釣
り
施
設
で

　

ク
ロ
ダ
イ
種
苗
放
流

横
須
賀
市
海
辺
つ
り
公
園
で

　
　
　
　

カ
サ
ゴ
種
苗
放
流

　

ア
ワ
ビ
の
料
理

　

ア
ワ
ビ
の
代
表
的
な
料
理

は
な
ん
と
言
っ
て
も
刺
身
で

す
。

　

ク
ロ
ア
ワ
ビ
、
エ
ゾ
ア
ワ

ビ
は
身
が
硬
く
、
コ
リ
コ
リ

と
し
た
食
感
を
好
む
人
に
向

い
て
い
ま
す
。

　

余
り
硬
い
も
の
は
敬
遠
し

ま
す
と
言
う
方
に
は
、
マ
ダ

カ
ア
ワ
ビ
、
メ
ガ
イ
ア
ワ
ビ

が
お
勧
め
で
す
。

　

夏
に
氷
の
器
に
賽
の
目
に

切
っ
た
ア
ワ
ビ
を
水
氷
に
浮

か
べ
た
水
貝
は
、
季
節
の
風

情
を
楽
し
み
ま
す
。
よ
く
、

水
貝
に
は
男
貝
を
用
い
る
と

し
て
い
ま
す
が
、
ク
ロ
ア
ワ

ビ
、
エ
ゾ
ア
ワ
ビ
の
雄
と
雌

の
両
方
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ア
ワ
ビ
の
美
味
し
い
な
と

思
う
食
べ
方
は
、
裸
潜
り
の

漁
師
が
船
に
上
が
っ
て
休
息

す
る
時
、
暖
を
と
る
た
め
、

松
の
薪
を
燃
や
し
て
い
る
囲

炉
裏
が
あ
り
、
そ
こ
に
ア
ワ

ビ
を
貝
殻
ご
と
焼
き
、
火
が

通
っ
た
か
ど
う
か
ぐ
ら
い
の

状
態
で
海
水
に
漬
け
て
、
か

ぶ
り
つ
く
の
が
最
高
で
す
。

　

エ
ゾ
ア
ワ
ビ
は
、
干
鮑
と

し
て
中
華
料
理
に

し
て
味
わ
う
と
ま

た
違
っ
た
味
わ
い

が
あ
り
ま
す
。

　

ア
ワ
ビ
は
海
で

獲
れ
る
も
の
で
す
が
、
内
陸

の
甲
府
で
「
煮
貝
」
と
し
て

ア
ワ
ビ
が
名
物
と
し
て
有
名

で
す
。
こ
の
ア
ワ
ビ
は
江
戸

時
代
駿
河
か
ら
醤
油
に
漬
け

て
運
び
味
わ
っ
た
こ
と
が
始

ま
り
で
す
。　

　

ア
ワ
ビ
の
成
分
は
、
高
た

ん
ぱ
く
、
低
カ
ロ
リ
ー
の
食

材
で
す
。
た
ん
ぱ
く
質
に
は
、

コ
ラ
ー
ゲ
ン
な
ど
の
硬
た
ん

ぱ
く
質
が
多
い
た
め
、
肉
が

固
い
。
鉄
、
亜
鉛
、
マ
グ
ネ

シ
ウ
ム
、
銅
、
リ
ン
な
ど
の

ミ
ネ
ラ
ル
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
群
、

Ｅ
な
ど
を
含
み
ま
す
。

　

放
流
の
効
果

　

放
流
し
た
ア
ワ
ビ
が
ど
の

く
ら
い
の
数
、
漁
獲
さ
れ
た

か
を
調
べ
る
こ
と
は
、
放
流

事
業
を
評
価
す
る
上
で
ど
う

し
て
も
必
要
で
す
。

　

ま
ず
、
年
毎
の
マ
ダ
カ
ア

ワ
ビ
、
メ
ガ
イ
ア
ワ
ビ
、
ク

ロ
ア
ワ
ビ
そ
れ
ぞ
れ
種
別
ご

と
の
放
流
数
を
記
録
し
て
お

き
ま
す
。

　

次
に
漁
師
が
水
揚
げ
し
て

き
た
ア
ワ
ビ
を
種
別
に
殻
径

を
計
測
し
ま
す
。
こ
の
計
測

値
か
ら
ア
ワ
ビ
の
年
齢
組
成

を
求
め
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
種
ご

と
に
人
工
種
苗
の
特
徴
で
あ

る
貝
殻
の
グ
リ
ー
ン
マ
ー
ク

比
率
を
求
め
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
数
値
を
使
っ
て
、

何
年
に
放
流
し
た
ア
ワ
ビ
が

何
個
漁
獲
さ
れ
た
が
分
か
り

ま
す
。

　

漁
獲
さ
れ
た
数
を
放
流
数

で
割
る
と
回
収
率
と
言
う

数
値
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
回
収
し
た
ア
ワ
ビ

の
漁
獲
金
額
と
種
苗
放
流
に

要
し
た
経
費
を
比
較
し
て
下

さ
い
。

も
ち
ろ
ん
、
種
苗
放
流
経
費

を
上
回
る
漁
獲
を
上
げ
な
い

と
ア
ワ
ビ
種
苗
放
流
事
業
は

赤
字
と
な
り
ま
す
。

　

黒
字
に
す
る
に
は
、
ど
う

し
た
ら
良
い
か
、
ど
こ
を
改

善
す
る
べ
き
か
考
え
て
、
改

善
策
を
立
て
、
漁
業
協
同
組

合
員
の
皆
様
方
の
協
力
に
よ

っ
て
、
実
行
し
て
く
だ
さ
い
。

　

城
ヶ
島
で
放
流
が
始
ま
っ

て
か
ら
の
種
苗
代
と
漁
獲
し

た
放
流
貝
の
累
積
水
揚
金
額

を
較
べ
る
と
約
六
倍
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。

　

回
収
率

　

放
流
し
た
ア
ワ
ビ
が
ど
の

く
ら
い
の
数
を
漁
獲
さ
れ
て

い
る
か
が
種
苗
放
流
事
業
の

成
否
を
判
断
す
る
基
準
と
な

り
ま
す
。

　

し
か
し
、
回
収
率
は
、
各

漁
場
、
放
流
サ
イ
ズ
、
放
流

方
法
、
放
流
場
所
の
海
底
地

形
、
漁
業
者
の
数
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
要
素
が
入
り
一
概
に

何
パ
ー
セ
ン
ト
を
回
収
し
た

と
言
う
こ
と
は
な
か
な
か
難

し
い
も
の
で
す
。

　
　
　
　

（
つ
づ
く
）

水産技術センターHP 荻野隆太
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十
四
年
度
栽
培
普
及
啓
発
事
業ヒラメ・カサゴ・マダイ・クロダイ種苗放流

水産資源の豊かな
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釣
具
の
大
手
メ
ー
カ
ー
シ

マ
ノ
か
ら
、
マ
ダ
イ
資
源
の

増
大
に
役
立
て
て
ほ
し
い
、

と
今
年
度
も
百
万
円
の
寄
付

が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
リ

ビ
エ
ラ
リ
ゾ
ー
ト
シ
ー
ボ
ニ

ア
か
ら
は
、
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ

イ
ベ
ン
ト
「
ハ
ギ
マ
ス
タ

ー
」
の
参
加
費
の
一
部
、

十
一
万
円
を
種
苗
放
流

に
使
っ
て
下
さ
い
と
寄

付
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

シ
マ
ノ
か
ら
の
寄
付

は
、
協
会
が
「
マ
ダ
イ

遊
漁
者
協
力
金
制
度
」

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
平

成
十
三
年
、
同
社
が
創

立
八
十
周
年
を
迎
え
た

こ
と
も
あ
り
寄
付
を
始

め
ま
し
た
。

　

そ
し
て
同
社
は
、
創

立
九
十
周
年
の
今
年
ま
で
に

合
計
十
回
、
寄
付
の
総
額
は

千
四
百
九
十
万
円
に
達
し
て

い
ま
す
。
神
奈
川
県
で
は
、

栽
培
漁
業
を
取
り
巻
く
環
境

が
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
だ

け
に
、
同
社
の
寄
付
は
マ
ダ

イ
種
苗
生
産
・
放
流
を
大
き

く
支
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
リ
ビ
エ
ラ
リ
ゾ
ー

ト
は
昨
年
十
一
月
、
第
十
七

回
「
ハ
ギ
マ
ス
タ
ー
２
０
１

　
　

行
政
の
財
源
不
足
は
深

刻
で
、
こ
の
た
め
、
協
会
が

行
な
っ
て
き
た
マ
ダ
イ
種
苗

放
流
も
補
助
の
打
ち
切
り
で

先
細
り
の
放
流
数
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な

中
で
栽
培
漁
業
を
支
援
し
よ

う
と
寄
付
を
続
け
て
く
れ
る

企
業
・
団
体
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
、
栽
培
募
金

を
呼
び
掛
け
る
「
自
販
機
」

の
設
置
の
提
案
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

マ
ダ
イ
や
ア
ワ
ビ
な
ど
は
、

種
苗
放
流
な
く
し
て
資
源
の

維
持
は
難
し
い
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ご
支

援
に
応
え
る
た
め
に
も
、
協

会
は
今
後
も
種
苗
生
産
・
放

流
に
前
向
き
に
取
り
組
ん
で

い
く
決
意
で
お
り
ま
す
。

　

横
須
賀
市
東
部

漁
協
横
須
賀
支
所

は
、
昨
年
十
一
月

十
日
、
江
戸
前
の

水
産
物
を
消
費
者

に
生
産
者
価
格
で

提
供
し
、
地
産
地

消
を
推
進
し
よ
う

と
「
新
安
浦
港
鮮

魚
直
販
所
」
を
開

設
し
ま
し
た
。
オ

ー
プ
ン
初
日
に
は

四
百
人
を
超
え
る

消
費
者
が
詰
め
か
け
大
賑
わ

い
と
な
り
、
幸
先
良
い
ス
タ

ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

　

販
売
す
る
の
は
、
獲
れ
た

ば
か
り
の
活
魚
や
鮮
魚
で
、

も
ち
ろ
ん
、
活
魚
用
の
水
槽

も
設
置
さ
れ
て
お
り
、
目
の

前
の
海
で
獲
れ
た
活
き
の
良

さ
・
鮮
度
抜
群
さ
、
そ
れ
と

お
い
し
さ
を
提
供
し
た
い
、

と
同
漁
協
の
漁
業
者
は
張
り

切
っ
て
い
ま
す
。

　

季
節
に
よ
っ
て
販
売
す
る

魚
介
類
は
違
い
ま
す
が
、
予

定
し
て
い
る
魚
介
類
は
マ
コ

ガ
レ
イ
、
メ
バ
ル
、
カ
サ
ゴ
、

タ
チ
ウ
オ
、
カ
マ
ス
、
ア
イ

ナ
メ
、
キ
ス
、
イ
ナ
ダ
、
タ

イ
、
イ
カ
類
な
ど
と
多
彩
で

す
。

　

こ
の
ほ
か
、
干
物
な
ど
の

水
産
加
工
品
、
ワ
カ
メ
な
ど

の
海
藻
、
同
漁
協
の
女
性
部

は
サ
メ
肉
を
使
っ
た
フ
ラ
イ

や
カ
レ
ー
、
エ
イ
の
煮
こ
ご

り
と
い
っ
た
珍
し
い
食
材
を

開
発
し
、
販
売
す
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

朝市・直販所めぐり

　【アクセス】車だと、横須賀市平成町・横須賀海岸通の横須
賀市総合卸売市場入口の交差点を海に曲がると突き当りです。
鮮度の良さが売り物なので、前日が時化だと販売は休みになる
ので問い合わせしてから来てほしいそうです。
　販売日時：月・金・土・日曜日の午前１０時から午後２時
《問い合わせ》横須賀市東部漁協
　　　　　　　横須賀支所　０４６－８２２－１０５２

江戸前の活魚・鮮魚・貝類を消費者に

「新安浦港鮮魚直販所」を開設

オープンした直販所

　

栽
培
漁
業
協
会
は
、
現
在
、

募
金
箱
を
船
宿
な
ど
に
置
き

水
産
資
源
の
培
養
に
役
立
て

る
よ
う
釣
り
人
な
ど
に
ご
協

力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、

こ
の
度
、
日
本
ペ
プ
シ
コ
ー

ラ
㈱
（
サ
ン
ト
リ
ー
）
か
ら

協
会
の
稚
魚
放
流
事
業
に
協

力
す
る
た
め
募
金
自
販
機
の

設
置
に
関
す
る
ご
提
案
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
募
金
自
販
機
は
、
設

置
者
と
日
本
ペ
プ
シ
コ
ー
ラ

株
式
会
社
と
の
間
で
募
金
に

関
す
る
契
約
書
を
取
り
交
わ

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
の

主
な
内
容
と
し
て
、
日
本
ペ

プ
シ
コ
ー
ラ
㈱
が
自
販
機
設

置
者
に
対
し
て
支
払
う
販
売

手
数
料
の
う
ち
自
販
機
設
置

者
の
要
望
す
る
金
額
を
協
会

へ
の
募
金
と
し
て
、
自
販
機

設
置
者
に
代
わ
っ
て
協
会
に

振
り
込
む
仕
組
み
で
す
。

　

協
会
と
日
本
ペ
プ
シ
コ
ー

ラ
㈱
と
の
間
で
種
苗
放
流
支

援
自
動
販
売
機
設
置
に
関
す

る
協
定
書
を
交
わ
し
ま
す
。

寄
付
金
の
額
は
販
売
価
格
の

三
％
を
基
本
と
し
、
自
販
機

設
置
者
と
の
協
議
に
よ
り
変

更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

平
成
二
十
五
年
一
月
か
ら

漁
業
協
同
組
合
や
遊
漁
船
の

船
宿
に
日
本
ペ
プ
シ
コ
ー
ラ

㈱
の
営
業
マ
ン
が
セ
ー
ル
ス

に
伺
う
予
定
で
す
。

　

も
し
、
設
置
の
条
件
が
合

う
よ
う
で
し
た
ら
、
稚
魚
放

流
の
資
金
に
役
立
て
る
た
め
、

是
非
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

栽培基金自販機イメージ図

栽
培
募
金
自
販
機
の
設
置

２
」
を
開
催
し
、

表
彰
式
会
場
で

海
の
資
源
を
豊

か
に
し
て
、
と

参
加
費
の
一
部

を
協
会
に
寄
付

し
て
く
れ
ま
し

た
。

　

今
回
は
、
ヨ

ッ
ト
１
０
１

艇
・
１
１
３
チ
ー
ム
が
参
加
、

４
人
が
釣
っ
た
カ
ワ
ハ
ギ
の

４
尾
の
合
計
の
長
さ
を
競
い

ま
し
た
。

　

同
社
は
、
わ
が
国
で
は
最

大
級
の
釣
り
の
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
秋
に
「
ハ
ギ
マ
ス
タ

ー
」
、
春
に
「
キ
ス
マ
ス
タ

ー
」
を
行
い
、
そ
の
都
度
、

資
源
増
大
の
た
め
に
、
と
参

加
者
に
呼
び
掛
け
協
会
に
寄

付
を
続
け
て
く
れ
て
い
ま
す
。

今
年
度
も
シ
マ
ノ
か
ら
寄
付

キスマスター参加者から寄付

　

毎
年
、
海
外
漁
業
協
力
事

業
団
の
研
修
生
が
年
二
回
に

分
か
れ
て
栽
培
漁
業
協
会
を

訪
れ
て
い
ま
す
。

　

主
に
、
開
発
途
上
国
の
若

手
行
政
マ
ン
で
、
将
来
そ
れ

ぞ
れ
の
国
で
要
職
に
就
く
人

が
日
本
の
水
産
試

験
場
、
水
産
研
究

所
、
大
学
、
水
産

庁
な
ど
を
訪
れ
て
、

日
本
の
漁
業
の
実

情
を
見
聞
し
て
い

き
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
は
、

日
本
の
海
外
に
お

け
る
マ
グ
ロ
や
他

の
水
産
対
象
種
の

資
源
管
理
条
約
や

二
国
間
協
定
に
お

い
て
日
本
へ
の
理

解
を
深
め
て
も
ら

う
た
め
、
重
要
な
こ
と
で
す
。

　

栽
培
漁
業
協
会
で
は
、
研

修
生
に
資
源
管
理
と
自
然
環

境
の
保
全
が
漁
業
資
源
の
維

持
に
は
必
要
で
あ
る
こ
と
を

お
話
し
し
ま
す
。
そ
し
て
、

資
源
が
減
少
し
て
、
資
源
に

稚
魚
が
加
入
し
な
い
状
況
が

あ
れ
ば
、
日
本
の
栽
培
漁
業

の
手
法
を
説
明
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、
神
奈
川
県
の
よ

う
に
稚
魚
や
稚
貝
が
干
潟
や

藻
場
の
喪
失
に
よ
っ
て
再
生

産
が
行
わ
れ
な
く
な
ら
な
い

よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
事
で

あ
る
こ
と
を
強
調
し
、
そ
の

後
、
魚
類
と
貝
類
の
種
苗
生

産
の
場
を
案
内
し
て
い
ま
す
。

　

研
修
生
か
ら
鋭
い
質
問
を

受
け
、
自
国
に
帰
っ
て
少
し

で
も
研
修
の
成
果
を
生
か
そ

う
と
の
熱
意
を
感
じ
ま
す
。

水産研究機関を訪問する外国研修生

協会種苗
生産施設など
見学

　

神
奈
川
県
漁
連
、
神
奈
川

県
漁
業
士
会
、
神
奈
川
県
が

主
催
す
る
平
成
二
十
四
年
度

神
奈
川
県
漁
業
者
交
流
大
会

は
一
月
八
日
午
後
一
時
か
ら

三
時
ま
で
、
横
浜
駅
西
口
の

か
な
が
わ
県
民
セ
ン
タ
ー
二

階
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

主
催
者
あ

い
さ
つ
に
引

き
続
き
、
漁

業
士
認
定
証
書
授
与
式
が
行

わ
れ
、
「
ア
オ
リ
イ
カ
産
卵

礁
設
置
試
験
」
と
題
し
た
活

動
発
表
、
各
地
の
活
動
紹
介
、

参
加
者
の
交
流
の
後
、
「
セ

ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
事
業
」

に
関
し
た
話
題
提
供
も
行
わ

れ
ま
す
。

日
本
ペ
プ
シ
コ
ー
ラ
㈱
が
協
会
に
提
案

ハ
ギ
マ
ス
タ
ー
で
リ
ビ
エ
ラ
リ
ゾ
ー
ト
か
ら
も

海外からの

研修生

一
月
八
日

漁
業
者
交
流
大
会




